


人口減、少子
高齢化…

人口の少ない
地方でも

新たな収益
柱になる

の 醸造経験ゼロでもはじめることが可能！

億円を目指す！1専門店で
営業利益率20％、醸造のプロ不要、投資回収1年半～高収益クラフトビール専門店の作り方を一挙公開！

全国で増加する、「クラフトビール醸造所×飲食店」
“ブルーパブ”の成功事例とポイントを解説！
あなたの地域で魅力あるビール製造と、高収益型
ブルーパブ業態への参入のポイントをお伝えします！

成功
事例
2

成功
事例
1

駅前立地、夜だけの営業で営業利益率20％越え！
醸造・キッチンで８坪、客席１３坪の小さな店舗で満席のブルーパブＡ
都内路地裏の３等立地で、ブルーパブを経営し、投資回収１3カ月を達成する。

観光立地で18席の店内が昼から夜まで満席のブルーパブB！
夜型、インバウンドの多い観光地で夏は毎日満席のブルーパブを展開する。
観光地クラフトビールで飲食だけでなく土産需要にも対応。

このような方におすすめ
□ クラフトビール事業のビジネスモデルを知りたい
□ 醸造免許をもっていないが、ホテルや飲食店にブルワリーを導入
□ ほかの酒類を作っているが、新たにビール事業も始めたい
□ メーカー機能をもち特産品を作る新規事業を検討している
□ 地域の農作物を活用した新たな「名物」をつくりたい

これまで困難であった
アルコール製造が簡単になりました。

営業利益率 投資額 投資回収 醸造のプロ

20% 1年半～ 不要1,000万円醸
造

1,500万円飲
食

・立地調査分析
・コンセプト設計
・数値シュミレーション

本講座を聞いていただければ
ゼロからクラフトビール製造が可能！

営業開始までワンストップサポート免許取得の流れ年商1億円へのステップ
・店舗レイアウト設計
・免許取得、醸造機器導入サポート
・飲食メニュー開発サポート

店舗限定ビールで培ったブランドで
観光土産瓶ビールを展開！
駅や地域のセレクトショップ店に
売ることで土産市場を獲得し、
売上5,000万円以上を目指す！

❷ 観光土産市場に外販

観光立地・繁華街立地に出店！造りたての
付加価値訴求で集客し、売上5,000万円！

❶ 出来立て限定ビールで繁盛店へ クラフトビール、ブルーパブに必要な免許とは？
①発泡酒製造免許

（税務署）
②酒類製造業営業許可

（保健所）
③飲食店営業許可

（保健所）

クラフトビールの製造やブルーパブの開業にあたって、
下記の4つの免許・許可が必要です。
※新規独立の場合などは税務署への開業届等が必要です。

④酒類販売業免許

醸造研修

店舗設備工事

営業許可所得

立地選定・事業計画作成

醸造スタート！

・調査日までに設備の整備

・図面に基づき醸造設備を導入
・設備調査の日程決定

・発泡酒製造免許申請
・書類修正
・追加書類提出

・税務署にて醸造免許所得

保健所、役所、国税局などで物件の情報や図面による事前相談、申請書類を入手
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■ 国内旅行者・訪日外国人による土産品・食品の年間消費額動向
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■ 土産・買い物代
■ うち食品

観光庁「旅行・観光消費動向調査2015～2017」
「訪日外国人消費動向調査2015～2017」より作成

～7ヶ月目
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